























主軸は左回転 (0. 6"-'68rpm) しながら下降し (0.7"-' 















































上にて韓燥後，図 3-1 の様なステンレス製プレス冶具俳 φ50x150， d=φ11)は時ヰを-押し込み、油圧ミニプ







































ンフ。光源焦点位置より 10mm手前まで近づけておき図 5-(1) ，キセノンランプを点火 (8(t\) します。その















は， Y203、 Zr弘、 A1203 : Cr203 (1 
"-' 1. 51101 %)、MgA1203 (5011101%) 、
.MgA1203: CoO (0. 05へ-O.5m01%)
等を育成した。育成した結晶
1¥.1203 : Cr203 (1. 511l01% ・此守一)を







晶の多結品だった。図 6 一 (3) の
結晶は上下の焼結棒が左右にう
まく回転 (301VIII) し移動スピ
ード (0. 5uun/mi n) も良好で図
?-(4) 断面の様な単結品育成
(φ8 x 20) ができた。
種結晶
??，z‘、 (2) (3) (4) 
図 5 単結晶育成
図 6 育成した単結晶 A1203 : Cr2?J 1.51lo l ~I ルビー
訓告円。
5. 吸収スペクトルの測定
上記の育成した単結晶Al203 : Cr203 (1. 51即1%・ lレピー)を油圧フ。レスで割って緑色炭素けい素臨石，ポラゾン
砥石研磨機，ポリシングダイヤ液で両面研官書した結品〈厚さ d=0.198cm) を室温でWう沿わ~:度計で吸収スペ
クトノレ測定図 7 一(1)を行った。 また育成した単結晶と比べるためにメーカー育成の単結晶(厚さ d
=0. 1l9cm) 吸収スペクトル測定図 7 -(2) を行った。
A1P3:Crヮ03 ~ ( 1 ) 
(ルピ→1.5 m~l% 
RT d=O.198c国
~Al?O ， :Crヮ0， ~ (2 ) 
;(yt--カ}ブレピ→j





















単結晶Al203 : Cril:! (1. 5mol%・ルピー)の吸収スペクトル
図に示すように， Y帯4065Â， B帯4762Â， U帯5556Â， R帯6944A ， 6929Â どち










(12伽n/hr)が早く回転 (lrpm) が遅いことがわかり，スピードモーター 1 個で回転・移動を行っていました





に押し込むが，試料を入れてプレス (lt 2伽nn) また試料を入れてプレス (lt 2伽n) と ~ll!'!1に分け最後に 3t
プレスと 60nm の成形試料が出来るが，電気炉 (9000C) でベーキングしてt新吉棒にすると. 3つに折れて
しまい困ったが， 1t プレスの代わりに手で金属棒を使って押し込み一度lこ 3 t プレヌした方が，ベ キング
しでも折れなくなった。言式料によってし 1ろいろな径(ゆ 11 ， 9， 8) の治具を製作し，脇市俸を作成した。
単結晶育成においては，今回は，各試料 A位12ρ03 : Cr.巧20仇13 206ωOcc (α1"-' 1.5加mo吐1%紛)、 Mg胤AL叩2{ρ()












加工，単結品研磨等には，機械工場の糊時喜代治技官， )11崎孝俊技官にお教えし 1ただき，深く感謝し 1
たします。
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